
図l オペレーターズ コンソール及び計装盤
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二‾Ⅰ二=裳計測関係では,ディジタル化が年とともに浸透の度合いを強めてき

ている0 その‾‾つは計札旨をディジタル信号化し,伝送線路の節約をl瑚っ

たワイヤ シェアリングの普及であー),一一つは集中計器としてのマイクロ

コンビュ‾タの使用である｡特に後手=ま分散形DDC(直接ディジタル制

御)とも呼ばれ,我が回をはじめアメリカ各礼からも新製品が発表された｡

臼･､上のディジウェイやユニトロ【ル∑シリーズは,ニの種の製品であり,

過去1年間に鉄鋼,才H由化学,水処理プラントなどにいち早く多くの実績

を持つに育った｡

理化学機器関係では,他用分野が研究用からルーチン検養片=二拡大して

きている0 二のため件能向のほかに,前処理の簡単化,処理能力の向上

安定性･仁相性の■｢小一二及び使いやすさが著しく改善されてきている｡この

ようなルーチン検擬装置を臼､tの走査顕微鏡,原子吸光分光光任計,各椎

の日動分析装置などの新製品に多く見ることができる｡またこれらの装吊

は,電界放射電子銃や凹面回折格子の新技術を抹り入れ,惟能の向上を図

-),更にマイクロ コンピュータを内蔵させ機能の向上を凶るなどの面も高
く評佃由されている｡

医療関係では,脳十巾,がん及び心臓病が妃亡率の高い∴大病としてク

ローズアップされてきており,その診断技術にU句期的な進歩が見られる｡

ロー､∑は脳卒中の.さ今断に決定的な威ブJを発揮する田鹿初のコンピュータトモ

グラフィを開発し,既に田内市場の約50%を占有した｡また弁膜疾怒の診

断などに有効な心臓の動きを観察できる電子走森形超ごわ伎断層装置を国内

で初めて開発した｡更にがんの診断分野では,各臓器のがんの原発ないし

転移を早期に発見できるシンチレーションカメラの解像力を一個と.Lげ,

より的確な診断を可肯巨にした｡このように在来のⅩ線診断装置に加え,ME

(医用電子機器)装置の分野でも著しい発展を遂げた｡

一方,年ごとに増人する検体検冶り二対しては,各規模や用途に対応でき
る一連の生化学自動分析装‾置シリーズをシこ成した｡また血液のはかに新方

式の尿自動分析装置を発表し,注臼を子ぞ子びてし､る｡

またこのような高度化されてきた病院に対し,医事,医療のコンピュー

タ システムの導入も着尖に伸びてきている｡特に日立の臨床検査システム

や医事システムでは,在来の多くの実績を掛二,標準パッケージ化が･段

と進んできている｡
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ユニトロール∑シリーズマイク
ロ コンピュータ制御システム

近年,ますます高度化するプロセス

制御に対して,従来のアナログ計器に

代わ-),マイクロ コンピュータによる

直接ディジタル制御が多く導入されつ

つある｡D S C-21形マイクロ コンピ

ュータを使用したユニトロール∑シり

【ズは,袴嫌な制御ループ,シーケン

ス制御などを容易にし,かつプラズマ,

CRT(Cathode Ray Tube)ディスプ

レイによる操作性の白山度を丘こげたな

どの特二巨を持ってし-る｡

図1は,新日本製舌栽株式会社大分製

織所に納人したDSC-21形を使用した

熱処理炉の計装システムである｡また

マイクロ コンピュータとしてDSC-23

形もシリーズに加えた｡DSC-23は日

立制御用計算機HIDIC80とソフトウ

エア コンパチブルで更にデータハイウ

エイによる通信機能も有し,本格的な

コンピュータ ネットワークによるトー

タルコイトロールシステムを実現で

きる｡

水i重用計測システム

水道周計測システムの需要の多様化

に応ずるべく,電磁流量計のシリーズ

化,小形テレメータ装置を完成した｡新

開発の小形テレメータ装置は｢デジウェ

イ+シリーズと呼ばれ,計測量をディジ

タル信号化して多重化伝送する装置であ



図3 H-700形200kV電子顕微鏡トータル システム

図Z DDW-12t形｢デジウェイ+
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る｡このシり【ズには,接点を高速仕

送するDDW-32形のほか,日本`■電信ノ竜

f講公社凶線を用いて,接ノ､‡とアナログ

イ言号を仁三送するDDW-061形及びこれ

に制御機能を付加したDDW-121形(図

2)の3機椎があり,各棟用途にI応ず

ることができる｡

また,電イ滋流量占十は新しく薬液注人

品i則走用として,U径5mm≠のFMR-

3W-5形小11径発イ言器と100～3,000mm≠

の電極交枚形発イ言器を開発し,広範な

需要に応ずることができる｡

電子顕微鏡の新しい展開

近年,電r一顕微鏡は,観察用だけで

なく電子線の特性を利用した微小分析

用としての需要が急J倒している｡

日立‾製作所はこれに応ずるため,新

什壬200kVノ【一江r一立損微鏡H-700形を開発し

た‥

この装i宣は,従来形のものに比べ,

性能,操作性など,人幅に改良され,

更に走杏像観察装置,Ⅹ線分析装置な

ど分析用電一子顕微鏡としての機能が大

幅に拡蝦されている(図3)｡

このほか,超高分解能表面観察装置

としては,電界放射形電子銃を他用し

たS-700形超高分解能走査電子顕微鏡

や,S-310形超小形走査′定子顕微鏡が

ある｡特に後二芹は,容易な操作と高分

解能をマッチさせた画期的な製品で,

品質管王里のルーチン用観察装置として

広く他用されるものと思われる｡

麒

原子吸光分析技術の進歩

餌やカドミウムなど,重金属の微量

分析には原子l吸光法が用いられる｡し

かし,生休試料のように組成が権雑な

試料ではバックグラウンド【吸収の補正

を考慮する必要があるので,化学的前

処理をした後,測定せぎるを得ない場

fナが多い｡このような手数を除き,分

析能率を向Lさせるため,バックグラ

ウンド自動補正方式の原十l吸光分光光

度計170-50形及び170-70形(区14)を開

発したしつ 前部は各椎の収イ･化部に過川

できる重水素ランプ‾方式の丁几用機であ

り,後者は偏光ゼーマン方式のグラフ

ァイト アトマイザ専用機である｡170-

70形は偏光ゼーマン方式を製品化した

細めての装置であり,その帥jt精度は

従来法より10倍も高く,グラファイト

アトマイザによる徴追試料･高感度分

析に大きな力を発揮する｡
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保守調整用オシロスコープ

イ末寺調整用オシロスコープとして4.5

kgの′ト形軽造化を実現し,高性能で豊

㌫キな汎用機能を備えた15MHzう坦延揃ijl

付オンロスコ爪プⅤ-158形(図5)を開

発し,製品化した｡

この開発では,加速電圧8kVの高輝

度で高解イ象度の小形ブラウン管をはじ

め,独白のIC(集積lロ柑各)化回路技術

により多機能化された低電力広帯】或山

路の実現に成功し,更に,実装血でほ

マザMボード化とユニット化を採用し

てイ‾J束糾空の向上と保守の迅速化をl¥1っ

ているr)

本機は,これらの新開発技術によっ

て従来の60%に軽量化されるとともに,

性能,機百巨及び操作性の面でも従米と

同等以上の水準を椎持しているため,

現在の多様化する保守調整用分野IF小ナ

器材として最も適したものと言える｡

潤一1■■一触■-

娘義､′i革車重≡日野
1

1⑳一き､′)r)
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図4 170-70形ゼーマン原子吸光分光光度計



図7 EUB-10形電子走査形超音波断層装置
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図5 V-158形オシロスコープ
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頭部用コンピュータ処理X線断

層装置

細いⅩ線ビームで豆自部の断血を多プノ

｢Fりから走査し,そのつど柑られたⅩ線

ビームの上吸収によるアナログ伯報をも

とに,頒部の横断断層イ象を亡汁等しブラ

ウン管r二にディスプレイする装荷で,

円内で二拉袖に裂.i了.化Lた｡本尊き叢(図6)

では,心三水のⅩ線掘岩ラブ去では識別でき

なかったわずかな1吸収差がラ‾ヒ_‡l-ヒ〃+に.ば

.識でき,紙†ユ襲な検束法であることか
ら,頗蓋l勺疾患,特に脳牛巾の初期喜今

断に極めて有効であり,台､袖に普及し

てきている｡

EUB-‖】形電子走査形超音波断

層装置

般近,超-.Ll二披装置は,患名▲に苦痛を

与えず,非観血に横木できるため,医

学各分野で伴われだしている｡その中

で心臓検奄用としては,UCG(心エコ

ー図)法が心電lミ礼 心音凶などと併用

して一般化しつつある｡ニれを更に進

めて,心臓内部の構造や動きを観察で

きるなら,心疾患診断に極めて有力な

方法を得ることになる｡

EUB-10形電子走査形超汁披断層

装置(図7)は,心臓断層像を実時間で

表ホするために日立製作所が開発した

技術を湛に,広角(72度)の扇形走査を

電子回路により高速(36コマ/秒)でノ行
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なわせることに成JカLた与望■1～-である｡

血繕約30mm,J.脚立数2.3MHzのアレー｢

判超‾汀披トランスデューーーサを胸U.モにあ

てがうだけで,心臓I勺の介,l壬.モなどの

動きを断層像とLて尖吋Hりで観測でき

るr〕また,二れとト川=与に希t潔位;乙一】壬の

UCGを観i糾することもできる〔)

高解像力シンチレーション

カメラ

シンチレーション カメラは,イ1く1勺臓

貨三吉の機能変化を知ることのできる誇断

装こ荘とLて止二く刷J円されている｡

･呪れ三,一一舟芝に利川きれているシンチ

レ‾ショ ン

であるが,

ショ ン カ

鞄
観

カメラの解像力は3～4mm

/卜lり‖鞘発されたシンテレー

メラ 小GAMMA VIEW''(図

8)は,f畔條力2mm,一一イ対生±8%以‾卜

と1世界レベルを抜く性能を持っている｡

解條力がr｢りl･_した.ことにより,従水

.i‾今断が榊雉とされていた微細血管のi-i今
断にも適用されるようになった｡

圭た本装‾i乙与では､シンチグラム裁量影

時のl巾官′壬や濃性を過j下に保つ機イ溝が組

み込まれて,操作件のl｢り上が1ズlられて

いる.｡

変に,臓器の緑暗的′変化を定量F沖価

をする,ト対心領域.没左横構も組み込ま

れ,巷妄i2壬のI心朋範Ⅰ叫が拡大されている｡

図6 亘頁部用コン

ピュータ処王里×線

断層装置



図9 臨床検査装置及びシステムの一例
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臨床検査装置の充実

臨床検束件数は年率20～30%の高ヰ三

で叶川Ilしており,二れら検作のj旦辿大

_韻二処理,精度のドーJ上を目的として自王軌
化装置の導入が急速にj_畦められている()

既に普及している400形,500形ノ女び716

形生化学【rl勤分析装iE=二続き,･中･/ト

規模病院用とLて作為二にj璧択Lた耳i日

グル【プを10グル】プまで口重帥くJに切

り換えて測定できる706形,イ女川緊○､

用又は開業医糊としてレートアッセイ

法を組み込んだ簡妨検査機700形,圭

率
を∧～､､～≠

l{■

辿

トと
馳,

甑J臥

鞍.竃

た十計界で細めてノ求検_奄に丁存液比色法を

梢し､フこら主測定を叶能とした一牛用機678

形を;払IJl化L､あらレわる医横地.没の二要

求に応じられる検/稚装｢耳のシリ【ズが

完成Lた｡図9にミニ コンピ_1一夕

システムを含めた横瀬装置の例を示す｡

医療事務標準こシステム ′ヾッケ

ージ"HIHOPS-1”の開発

一代がL土lの柄院では,
に対する幸昆

和‖を満求するJ拝フ彷(治療幸即洲請求事務)

が院内二才一i荷作〕竺の巾で人きなウエート

をJjめ,ノ且弟;敗の州九lやf納車の濃Jテ化

にイ､I乞う事務貰Jてり加は,もはや人i毎峨術

ではさばき-りJれないJ北淡であって,こ

のH‖題の解決のためにコンビュー一夕の

噂人を言十i和しよう とLてし､る柄院が州

加しているし)

Lかし, 一般にこのようなコンビュ

【タ応用システムを,病院で仰】々に開

発することはなかなか難しく,｢侭封乗

付と除法+で規定されている請求事務を

丹めて,標準システム パッケージとし

て開発しておけば,いずれの病院でも

過用できるので,多くの病院よりシス

テム パッケージの手足供を望む声が大

きかった｡この要.請にこたえて,皇監つ

かの先進コンピュータ導入柄院でのシ

ステム墟.没の芙純をもとに,lケミ塘一事務

標叩主システム バツケ【ジ"HIHOPS-

1'【(HitaclliHospitalSystem-1)を

開発した｡

業務処理の北本パタ【ンは,端末装

置を′受付や会計窓Uに.設置し,医事J柁

上__iによりデ【タを投人する｢端末鞋｢い

i書法置式オンライン リアルタイム処理方

J℃_+であるt,

このシステムの牛､f徴は次のとおりで

ある｡(1)根株な診療報酬請求請十算

の一子打すJ甥がすべてプログラムに組み込ん

であるので,この.汁算ノノ式に円熟Lて

いない八が端末機を操作Lても,_了l二L

い計算が自動的に行なわれる｡(2)柁

数の病院が,共向して利用できる｡

(3)械繁に行なわれる医ブ寮費の改訂に

も,架Ii期間に対応できる｡
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